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CLTを母材とする鋼板挿入ドリフトピン接合部の設計法

接合方法と適用範囲
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弾性床上の梁理論におけるモデル

接合部例と細長比

鋼板の端抜け破断
接合部の変形制限
CLTの端抜け破断

終局強度比
(1.5)

降伏耐力

終局耐力

配置ルール

4 <
𝑙

𝑑
< 14

・縁距離・端距離・接合具間隔は原則4d以上とする（dは
ドリフトピンの直径）
・終局耐力や塑性率を●の方法で評価する
・これを下回る場合も、横引張破壊による支圧強度の低
減と、終局耐力を確認することで使用できる

細長比(l/d)の制限

特性値の定義

接合具径D 12〜30 mm

CLT孔径：接合具径と同径
鋼板孔径：≦+1.5mm

𝑠𝑃𝑎 =
2
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Pu

𝑙𝑃𝑎 =
1.1

2 𝑠𝑃𝑎

短期耐力

長期耐力

𝑃𝑢 = min(𝑟𝑢 ∙ 𝑃𝑦, 𝑃𝑢𝑔, 𝑃𝑢𝛿 , 𝑃𝑢𝑠)

ドリフトピン1本あたりの降伏荷重

𝑃𝑦 = n ∙ p𝑦

本数

理論・実験・解析により求めることができる
→一覧表から選択できる

𝑃𝑢𝑔 = min(𝑃1, 𝑃2, 𝑃3)

𝑃2𝑃1 𝑃3

降伏理論における応力ブロックの仮定例

𝐾 = 𝑛 ∙ 𝛼 ∙ 𝛽 ∙ 𝑘
クリアランスによる低減係数 (下式)本数
荷重変位関係の非線形性による低減係数 (0.8)

ドリフトピン1本あたりの初期剛性

理論・実験・解析により求めることができる
→一覧表から選択できる
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二次剛性
𝐾2 = 0.08𝐾

開きどめを用いない場合はK’2= 0とする

縁距離・端距離・接合具間隔と荷重変位関係・破壊の様子の関係例（S60-5-5スギCLT, φ16ドリフトピン, 開きどめなし）

終局変位
𝛿𝑢 = min(𝛿𝑣 +

𝑃𝑢𝑔 − 𝑃𝑦

𝐾2
, 𝛿𝑢2)

δu2はドリフトピンの直径φとする。開きどめを用いない場合は、 δu=1/2δu2とする

1

開きどめとして用いるボルトや木ねじの例
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